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ここで pは密度､V は速度､Pは圧力､Tは温度､S は単位質量当りのエント
ロピー､fCは熱伝導率である06が前についた物理量を音波の撹乱によや1次
の微小量 とする｡(1)-(3)をこれ らの徴小量について線形化 した後に､状態方
程式P-P(T,P),S-S(T,P)とを組み合わせると､
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の形に求めることである｡ここでガ は固体物理の Bloch波数に対応 し､ガ の
複素部が音波の吸収係数を与える｡









あるが､これの解 として圧力波 と温度波に対応するモー ドをそれぞれ k,qと
書 くことにする.招 まW≪ C2/xとW≫ C2/xの極限でそれぞれ次の表式を






















となる｡ これ らを使って次式の中で係数 (cl,C2,C3,C4) を指定す ることで系の
状態はユニークに記述される.
･-(86TP)- clu(k)+C2u(-k)+C3W(q)+C4W(-q) (13)
さて話を 1次元周期層状媒質に戻そう｡添字 i-1,2は媒質 1及び媒質 2
の物理量を示すことにする｡界面での境界条件は､
1∂6Pl 1∂6P2






であ る｡我々は 諾-Xoでの (cl,C2,C3,C4)が 3-xo+D で どのよ うな
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景 ≪ 盲≪ -X
(22)
これらによって全周波数領域が4つの領域に分けられるが､それらを順に領域
1､2､3､4としようo 図3､図4は周波数Wに対 して吸収係数 ∂(-ImliTl)
をプロットしたものである｡図3は領域 1､2を､図4は領域 1､2､3､4
の周波数領域を網羅 している｡吸収係数の周波数依存性をまとめると表 1のよ
うになる.圧力波 と温度彼の波長をそれぞれ Acと 右 とすると､各々の領域
で次のようなことがいえる｡
領域 1 LJ< x/d2, d<lt< lc
熱伝導の緩和時間が音波の振動周期に比べて小さいので､各成分で熱平衡が達
成 される｡






領域3 C/d< W <C2/x, 右 < 入C< d
圧力波の波長が dより小 さいので､音波はあたか も-様な系で吸収 されるよ
うに吸収 される｡
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図4 不均一系における吸収係数 6と周波数 W の関係.パラメーターは
T-1.0,･-dl-d2-0･5TPl-P2- 2･07cpl- Cp2-2･0)CTl-CT2-1･0)rcl-
pc2主1.0,α1-0.1,α2-0.01Lとおいた｡周波数は領域 1､2､3､4をと一って
ある｡ 両軸とも任意 スケール.
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